
フラッグシップ輸出産地の概要

JA全農たまご株式会社（代表取締役社長 河上雄二）

主な輸出先国 香港、マカオ等（2023年） 輸出実績 1,750t（2023年）

対象となる
地域

青森県三戸郡階上町・八戸市、岩手県盛岡市、大分県速見郡日出町・杵築市・臼杵市、福
岡県宗像市・久留米市、鹿児島県出水市・阿久根市・薩摩郡さつま町

輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

・JA全農グループのJA全農インターナショナル（株）を通じて複数
国への提案が可能。2022年香港に鶏卵加工工場（FSSC22000認
証）を設立し、日本産鶏卵を使用した現地製造の加工品にも対応。

・品目団体輸出力強化支援事業等の補助事業を受託し、オールジャ
パンでの共通課題の解決や販路拡大に取り組んでいる。

アピールポイント

輸出
品目

畜産物
（鶏卵）

お問合せ先 （TEL）03-3565-6721 担当：経営企画課 権太HPリンク：https://www.jz-tamago.co.jp/

・全国の複数産地と一緒に鶏卵輸出体制を整えている。輸出先国か
ら求められる品質や安定供給を実現し、店舗販売用・業務加工用
に生食用・加工用など豊富な商品ラインアップを提供している。

・JA全農たまご（株）品質保証部が60以上の検査項目で産地と相互
点検している。また、香港やマカオで求められる加熱加工用の賞
味期限保存検査を実施の上、輸出している。

・全国複数産地からの集荷が可能なため、豊富な商品提案に加えて、
不測の事態にも代替提案が可能。

香港：いろは 香港：みんなのたまご

香港：蘭王
業務用規格にも対応

香港：蘭王
濃い黄身色が特徴

香港：日本のたまご 香港：桜たまご
ピンク卵

https://www.jz-tamago.co.jp/
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